
五
四

「

思
い

煩う
」
（
ル
カ
一
二
・
二
ニ
ー
三
二
）
に
つ
い
て

田
　
　
辺
　
　
明
　
　
子

　
　
　

　
一

　騰
鳶
ミ
勲
℃
（
心
配
す
る
）
お
よ
び
そ
の
同
根
語
は
、
新
約
聖
書
に
お
い
て
多
用
さ
れ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
少
な
か
ら
ず
用
い
ら
れ

て

いる
（
動
詞
鳶
ミ
ミ
9
1
℃
一
九
回
、
複
合
動
詞
起
。
需
ミ
ミ
勲
聖
一
回
、
名
詞
烹
ミ
ミ
§
六
回
、
形
容
詞
昏
緊
舎
ミ
き
れ
二
回
、
合
計
二

八回
。
こ
れ
ら
の
出
所
は
福
音
書
一
八
、
パ
ウ
ロ
の
手
紙
九
、
公
同
書
簡
一
）
。
し
か
も
神
学
的
に
顕
著
な
文
脈
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て

いる
。
た
と
え
ば
「
種
蒔
き
の
警
の
説
明
」
（
マ
ル
コ
四
・
一
九
、
マ
タ
イ
一
三
・
二
二
、
ル
カ
八
・
一
四
）
、
「
思
い
煩
う
な
」
（
マ
タ
イ

六
・
二
五
ー
三
四
に
六
回
、
ル
カ
＝
一
・
二
二
ー
三
二
に
三
回
）
、
　
「
未
婚
者
と
や
も
め
に
つ
い
て
の
勧
め
」
（
コ
リ
ソ
ド
人
へ
の
第
一
の

手
紙七
・
二
五
－
三
五
に
五
回
）
。
本
論
交
で
は
「
思
い
煩
う
な
」
の
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
の
テ
キ
ス
ト
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
、
新
約

聖書
に
お
け
る
鳶
ミ
ミ
魯
の
神
学
的
意
味
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
ち
な

み
に
こ
の
語
の
宗
教
史
的
背
景
は
、
キ
ッ
テ
ル
の
『
新
約
聖
書
ギ
リ
シ
ア
語
辞
典
』
騰
ミ
ミ
魯
塁
司
の
項
目
（
R
・
ブ
ル
ト
マ
ソ

担当
）
に
よ
る
と
お
お
む
ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
語
は
ヘ
シ
オ
ド
ス
（
紀
元
前
七
〇
〇
年
頃
）
な
い
し
ソ
ボ
ク
レ
ス
（
前
五
世
紀
）
以

来
古典
ギ
リ
シ
ア
語
に
お
い
て
多
用
さ
れ
て
い
た
が
、
七
十
人
訳
ギ
リ
シ
ア
語
聖
書
そ
の
他
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・
ユ
ダ
ヤ
教
文
献
お
よ
び
原



始
キ
リ
ス
ト
教
文
献
に
お
い
て
は
そ
う
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
ス
ト
ア
、
ヨ
セ
フ
ス
、
フ
ィ
ロ
ン
、
『
十
二
族
長
の
遺
言
』
に
は
こ
の
語

は

欠如
し
て
い
る
も
の
の
、
§
ミ
註
び
§
ミ
蔑
3
ミ
で
以
て
代
用
さ
れ
て
い
る
。
七
十
人
訳
聖
書
に
は
こ
の
語
が
一
九
回
出
て
く
る
が
、

そ
の用
語
法
は
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
に
お
け
る
そ
れ
に
ま
っ
た
く
一
致
し
て
い
て
、
い
わ
ば
世
俗
的
（
ブ
ル
ト
マ
ン
の
表
現
で
は
「
晋
遍
的

に
人間
的
」
）
な
も
の
で
あ
る
。
　
「
神
学
的
に
意
味
の
あ
る
の
は
た
だ
一
ヵ
所
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
詩
篇
五
四
・
二
三
『
あ
な
た
の
心
配
を

主
に

投げ
か
け
よ
、
す
る
と
主
は
あ
な
た
を
支
え
ら
れ
る
』
（
匙
ミ
s
ミ
伽
蕊
融
昔
ミ
司
曽
烹
鳶
ミ
駄
こ
ミ
ミ
ミ
琶
凡
牙
q
＆
ミ
書
瓜
§
へ
）
」
。

　
　
　
　
　
　
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　

　
　ル
カ
＝
一
・
二
二
ー
三
二
は
マ
タ
イ
六
・
二
五
－
三
四
に
並
行
し
て
い
て
、
出
所
は
Ω
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
両
方
の
テ
キ
ス
ト
を
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
3
）

ラ
ン
ト
の
『
福
音
書
異
同
一
覧
』
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　4
築
へ
①
》
b
。
甲
罐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
マ
瀞
ド
b
。
b
b
。
山
b
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
，
。
己
蒔
8
警
こ
甑
遷
　
，
。
鵠
ミ
隷
㌣
彩
尋
評
8
汁
智
薯
聾
n
§
魂
。
職
・
窃
即
8
貯
。
隷
遷

魯
セ
．
寒
騰
も
ミ
轟
爲
＆
§
ミ
魯
＆
㌣
註
無
選
蝿
3
試
註
誉
ρ
　
曾
N
党
・
忘
鳶
も
ミ
轟
鵠
贔
§
導
　
　
畿
S
蝕
鷲
リ

ミ
彫
愚
q
§
ミ
節
慧
こ
臥
轡
勅
蝋
§
亀
の
゜
§
こ
S
§
隻
・
N
－
　
ミ
彩
息
＆
ミ
黛
　
　
畿
卵
℃
ま
§
q
瀞
。
・
．
♂
昏
b
S
愚
曵
・
N
・

臥
乱
ミ
こ
曽
是
。
S
瀞
ミ
ご
ψ
＆
ミ
慧
鋤
ま
ミ
8
沿
・
，
．
伽
鳶
－
　
賢
鋤
ミ
愚
q
b
。
§
a
ミ
・
か
＆
ミ
巳
隷
＆
魯
§
。
（
°
・
。
。
む
勲
寒

隻
魯
§
琶
q
野
霧
ミ
響
。
q
。
忌
ミ
。
ま
§
詮
鼠
§
q
ミ
亀
伽
　
ミ
母
暑
・
8
沖
ま
も
決
巽
蝋
　
　
賦
黛
9
q
艮
ミ
ミ
融
動
伽

瀞
製
。
ξ
ミ
　
。
寓
ξ
ミ
辱
。
c
ミ
c
・
蹄
響
。
叢
ミ
び
　
ミ
y
軌
　
瀞
ミ
ヘ
ミ
ミ
噛
罫
。
騨
警
吋
ミ
円
§
§
こ
亀
卵
即
§
＆
華
融
§
ご

ミ
息
包
葛
こ
9
嵐
ミ
畦
暑
甑
量
亀
鼠
．
。
黛
魯
罫
嵐
鳶
ミ
　
瀞
評
　
　
　
　
是
響
ミ
蹄
。
鈴
．
ま
遷
嵐
弐
ミ
魯
爵

動
・
息
曾
霧
§
＆
蕊
　
，
，
。
碁
動
窯
嚇
魯
曾
需
鳶
ミ
§
駅
§
　
窃
ミ
激
嘗
雪
曾
鳶
鎚
愚
㌦
。
哨
蹄
彩
伽
恕
愚
糞
奏
ミ
§
ま
℃
蓼

　
　
　
　
　
　

「思
い
煩
う
」
（
ル
カ
＝
丁
二
二
ー
三
二
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

§
尽
。
亀
・
ミ
馬
£
き
蕊
N
ミ
ミ
§
慧
息
×
ミ
警
8
　
　
　
§
£
州
セ
働
ミ
ミ
袋
い
邑
塁
ミ
貯
℃
ミ
息
×
ミ
い
、
．
．
翫
。
魯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
・
，
・
．
ミ
罫
§
電
駅
ミ
8
n
試
誉
・
鳶
ミ
辱
2
　
。
亀
窯
隷
×
§
ミ
駅
ミ
亀
ρ
ま
鶉
葛
＆
こ
ミ
周
曾
騰
も
ミ
誌
斜

ミ
輔
§
亀
・
爲
聾
暮
ヘ
ミ
門
＆
昏
『
ミ
q
慧
町
§
獄
と
c
q
亀
．
＆
琴
　
、
。
£
§
建
。
母
§
・
誌
融
ミ
ミ
　
　
　
慧
鴨
邑
象
§
，
9
琴

ミ
§
・
こ
尊
彩
三
働
。
q
ミ
．
、
，
謂
遵
彩
魯
習
警
二
尊
彩
』
。
N
曇
暫
　
§
勲
融
彩
℃
亀
・
馬
．
隷
遷
彩
魯
翼
　
9
彩
』
。
N
曼
シ
℃

趣
嵐
§
＆
ま
窓
邑
慧
選
・
・
象
N
§
蔚
触
ミ
。
斗
ミ
・
．
．
。
・
影
　
轡
誌
§
愚
象
窓
邑
邑
詞
貴
・
ミ
N
§
秤
鵬
ミ
。
鋒
ミ
゜
、
、
。
．
翫
彩

3
こ
曾
嫡
ミ
慧
即
慧
。
q
息
需
も
ミ
＄
ミ
ミ
ミ
誉
ミ
・
馬
a
N
㍗
　
“
粒
蝕
息
3
こ
曾
哨
ミ
警
ミ
q
普
g
ミ
ミ
ご
誉
ミ
舞
ミ
ー

b
ミ
ミ
曾
鳶
曾
匙
ミ
噺
魅
＆
n
。
率
駐
9
．
寒
へ
恥
ミ
ミ
”
邑
§
N
慰
　
b
ミ
ミ
ミ
鳶
晋
聖
ミ
噺
魅
＆
g
掌
§
籍
激
へ
8
　
　
潮
臥
遷

嵐
弐
ミ
魯
貸
脳
ミ
晋
§
ミ
い
・
，
ぜ
蝕
。
轡
騰
為
ミ
蕊
§
鴇
隷
『
ミ
需
へ
・
　
嵐
鳶
ミ
魯
辞
寒
ま
凋
ミ
。
馬
゜
　
　
・
、
。
靴
§
ζ
鳶
押
窓
奪
鼠
錺

鼠
無
遷
鳶
ヤ
＆
．
註
熱
e
騰
℃
＆
．
試
蔚
も
・
曾
ま
騰
ミ
旧
・
．
・
．
ミ
℃
円
決
　
ま
黛
ミ
鴇
ミ
配
註
註
斜
・
融
勲
》
彗
需
需
e
製
・
亀
・
．
。
．
θ
↓
＆
隷

§
も
ミ
q
ミ
葬
幾
ξ
　
　
　
野
h
へ
鷲
。
冒
ミ
・
＆
聖
昏
も
　
『
書
ミ
ミ
袋
凡
勘
婁
ミ
8
軌
ま
畏
。
c
伽
ミ
§
8
旨
ミ
”

噺ミ
愚
包
葛
こ
9
嵐
ミ
。
n
賦
蝿
へ
誉
蟄
器
8
斗
ミ
曾
魯
§
ヤ
゜
　
言
§
諏
噺
ミ
蝿
書
＆
匙
獣
司
馬
×
も
蟄
§
8
笥
ミ
゜

。
．
。
．

奪
嵐
爲
彩
尽
辱
ミ
き
℃
曾
ミ
蚕
ミ
8
q
魅
慧
敏
飛
y
N
黛
　
。
．
．
註
セ
へ
斜
畳
・
　
　
息
℃
句
§
昏
臥
ミ

動ミ
§
亀
ミ
ミ
等
。
斜
ミ
y
蝿
＆
ミ
ミ
ミ
勲
暑
。
q
鵠
景
q
曾
勲
馬
晋
翌
　
　
　
　
　
　
亀
8
黛
巽
ご
＆
ミ
㌶
も
ミ
需
葱
需
§
言
賢

。
。

恥＆
。
警
鳶
も
ミ
＆
§
爲
翫
（
息
ミ
ぎ
ミ
息
昏
ミ
誉
ミ
鳶
も
ミ
与
　
。
。
、
，
§
魯
b
鼻
＆
誉
へ
題
弩
§
臥
ミ
ミ
鼓
註
＆
ま
§
鴇
こ
莉
§
曽

轟
伽
§
息
ハ
．
即
§
＆
こ
慧
も
舎
憲
ミ
ミ
黛
R
い
S
o
　
　
　
　
言
§
動
§
ミ
い
嵐
こ
愚
蕊
§
馬
蚕
§

　
　両方
の
テ
キ
ス
ト
を
見
較
べ
る
と
、
次
の
よ
う
な
五
つ
の
疑
問
が
出
て
く
る
。

e　マ
タ
イ
に
は
六
つ
、
ル
カ
に
は
三
つ
の
騰
鳶
ミ
轡
（
心
配
す
る
）
が
出
て
く
る
が
、
こ
の
語
義
は
厳
密
に
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

⇔　
マ
タ
イ
六
二
二
一
で
は
菖
鳶
も
ミ
鉱
§
需
潔
『
ミ
鴇
（
（
…
と
言
い
な
が
ら
心
配
す
る
な
）
で
あ
る
が
、
並
行
箇
所
ル
カ
一
二
・
二
九

　
　で
は
蓑
尋
へ
誉
・
聯
・
…
…
蔵
ミ
蓑
尋
鳶
『
・
e
ミ
へ
・
q
瀞
（
…
…
を
求
め
る
な
、
そ
し
て
不
安
に
な
る
な
）
で
あ
る
。
こ
の
ち
が
い
は
ど
の
よ
う



曾

　
に
説明
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
の
へ
誉
・
弩
の
語
義
は
厳
密
に
は
何
だ
ろ
う
か
。

⇔　
マ
タ
イ
六
・
三
一
で
は
。
魯
（
だ
か
ら
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
並
行
箇
所
ル
カ
＝
一
・
二
九
に
は
融
ミ
（
「
そ
し
て
」
あ
る
い
は

　
「…
…
も
ま
た
」
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
蔵
ミ
の
語
義
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

㈲　
マ
タ
イ
六
・
三
五
の
聾
竃
ミ
（
異
邦
人
）
は
並
行
箇
所
ル
カ
一
二
・
三
〇
で
は
隷
竃
ミ
さ
q
ま
曇
§
（
直
訳
す
れ
ば
「
世
（
界
）
の

　
異邦
人
」
）
と
な
っ
て
い
る
。
付
加
語
8
q
ま
曇
§
の
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

㈲　
マ
タ
イ
六
・
二
五
お
よ
び
三
一
で
は
三
つ
の
疑
問
文
ま
鼠
竃
需
＆
試
註
唱
鴇
（
何
を
食
べ
よ
う
か
あ
る
い
は
何
を
飲
も
う
か
）
、

註

轡象
§
q
瀞
（
何
を
着
よ
う
か
）
が
登
場
す
る
（
た
だ
し
三
一
節
で
は
間
接
疑
問
文
が
直
接
疑
問
文
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
第
三
の
疑
問

文
は
ま
§
蓑
も
§
ひ
騰
恥
決
（
（
何
を
ま
と
お
う
か
）
）
に
な
っ
て
い
る
）
。
並
行
す
る
ル
カ
＝
一
二
一
二
で
は
「
何
を
食
べ
よ
う
か
」
お
よ
び

「

何
を着
よ
う
か
」
の
二
疑
問
文
で
あ
り
、
そ
し
て
二
九
節
で
は
「
何
を
着
よ
う
か
」
が
脱
落
し
て
、
代
お
り
に
「
何
を
飲
も
う
か
」
が

入
っ
て
い
る
。
こ
の
ち
が
い
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　以
上
の
五
つ
の
問
題
を
順
番
に
考
察
し
て
い
く
と
い
う
し
か
た
で
本
論
文
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

三

　さ
て
間
e
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
じ
め
に
鳶
b
ミ
§
℃
の
辞
書
的
語
義
を
確
か
め
て
お
こ
う
。
キ
ッ
テ
ル
の
『
新
約
聖
書
ギ
リ
シ
ア
語
辞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

典
』
騰
も
ミ
鼠
e
の
項
目
に
お
い
て
、
ブ
ル
ト
マ
ン
は
ま
ず
こ
の
語
の
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
に
お
け
る
用
語
法
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
が
新
約

聖書
に
お
け
る
こ
の
語
の
用
語
法
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
引
用
す
る
と
「
需
ミ
ミ
勲
℃
（
焦
b
ミ
ミ
）
は
ド
イ
ツ
語
の
。
・
o
円
σ
q
窪

（ω
oおΦ
）
の
全
意
味
範
囲
を
含
む
」
。
私
見
で
は
ド
イ
ッ
語
゜
。
自
σ
q
⑦
昌
（
ω
o
円
σ
q
o
）
に
相
当
す
る
日
本
語
語
彙
は
「
心
配
す
る
（
心
配
）
し
で
あ
る
。

　
　
　　
「
思
い
煩
う
」
（
ル
カ
＝
〒
二
ニ
ー
三
二
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

次
い
で
ブ
ル
ト
マ
ソ
は
こ
の
語
の
原
義
を
二
つ
あ
げ
て
い
る
。
「
a
、
誰
か
な
い
し
何
か
の
た
め
に
心
配
す
る
、
気
遣
う
（
山
霧
ω
o
H
α
q
⑦
ロ

注
ユ
Φ
日
碧
傷
o
ロ
げ
N
≦
出
貯
Φ
暑
㊤
。
。
）
。
自
分
自
身
に
つ
い
て
心
配
し
て
い
る
の
が
自
明
の
場
合
、
こ
の
『
…
…
の
た
め
に
』
（
幽
珪
）
と
い

う
点
は
言
及
さ
れ
な
い
で
い
る
。
b
、
心
配
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
注
意
深
く
何
か
に
関
る
（
畠
ω
。
。
。
H
σ
q
Φ
民
。
＆
魯
び
Φ
ω
。
H
σ
Q
Φ
口
偶
。

ω
ざ甲
囚
熔
日
目
o
ヨ
ロ
8
①
暑
器
）
」
。
私
見
で
は
、
こ
れ
は
日
本
語
の
「
心
配
す
る
」
が
「
誰
か
な
い
し
何
か
の
た
め
に
心
配
す
る
、
気
遣

う
」
と
い
う
心
・
気
の
、
働
き
・
状
態
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
　
「
心
を
配
る
」
が
必
然
的
に
手
足
・
身
体
を
使
っ
て
人
の
世
話
を
し
た
り
、

物
を
調
達
し
た
り
（
ド
イ
ッ
語
の
び
。
ω
o
茜
曾
）
、
具
体
的
に
何
か
に
関
る
こ
と
に
発
展
す
る
の
に
対
応
し
て
い
る
。
ブ
ル
ト
マ
ソ
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

る
と
「
こ
の
よ
う
な
『
…
…
の
た
め
に
心
配
す
る
』
お
よ
び
『
…
…
に
関
る
』
（
切
㊦
ω
o
茜
富
の
ぎ
出
母
自
画
β
日
）
は
未
来
の
方
向
を
も
ち
、

そ
し
て
そ
の
ゆ
え
に
c
あ
る
い
は
d
の
意
味
が
派
生
す
る
。
c
、
何
か
を
捜
し
求
め
る
、
何
か
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
。
d
、
何
か
に
対

す
る
心
配
気
な
期
待
、
来
た
る
べ
き
何
か
へ
の
不
安
。
こ
の
未
来
へ
の
関
連
が
後
退
し
、
そ
し
て
ほ
と
ん
ど
消
失
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
、
そ
う
す
る
と
e
あ
る
い
は
f
の
意
味
に
な
る
。
e
、
何
か
に
つ
い
て
の
悲
嘆
、
苦
悩
。
こ
の
場
合
ま
§
（
苦
痛
）
の
意
味
に
近
づ
く
。

f
、
と
つ
お
い
つ
思
案
す
る
、
く
よ
く
よ
考
え
る
、
思
弁
す
る
、
詮
索
す
る
」
。

　さ
て
わ
れ
わ
れ
の
問
題
は
ル
カ
＝
丁
二
二
、
二
五
、
二
六
（
並
行
箇
所
マ
タ
イ
六
・
二
五
、
二
七
、
二
八
、
三
一
、
三
四
）
の
鳶
も
ミ
轟
ヤ

の

語義
で
あ
る
が
、
現
行
の
文
脈
全
体
の
要
と
な
っ
て
い
る
の
は
ル
カ
一
二
・
二
二
（
並
行
箇
所
マ
タ
イ
六
・
二
五
）
の
鳶
隠
ミ
魯
で
あ
る
。

な

ぜな
ら
こ
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
の
文
脈
は
二
つ
あ
る
い
は
三
つ
の
段
落
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
（
ル
カ
で
は
二
ニ
ー
二
八
節
・
二
九
－
三
二
節
、

マ
タ
イ
で
は
二
五
－
三
〇
節
・
ゴ
ニ
ー
三
三
節
・
三
四
節
）
、
意
味
の
上
で
最
も
重
要
な
の
は
第
一
段
落
で
あ
っ
て
、
第
一
段
落
を
受
け
て

第
二
（
・
第
三
）
段
落
が
結
論
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
一
段
落
の
内
部
を
み
る
と
、
ル
カ
の
テ
キ
ス
ト
で
言
う
と
二
二
節
と

二
三節
と
の
あ
い
だ
に
は
意
味
の
つ
な
が
り
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
二
三
節
と
二
四
節
と
の
間
で
は
切
れ
て
い
る
。
「
魂
が
食
物
よ
り
大
切
な



も
の
で
あ
り
、
身
体
は
着
物
よ
り
大
切
な
も
の
で
あ
る
L
と
い
う
二
三
節
の
命
題
は
発
展
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
途
切
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
二
四
節
コ
烏
を
よ
く
見
よ
…
…
L
と
二
七
・
二
八
節
「
百
合
を
よ
く
見
よ
…
…
」
と
は
内
容
・
文
体
・
語
彙
が
あ
い
ま
っ
て
美
し
い
対
を

な
し
て
い
る
が
、
そ
の
間
に
あ
っ
て
二
五
・
二
六
節
は
浮
き
上
が
っ
て
い
て
、
内
容
（
意
味
）
が
そ
の
前
後
と
い
ま
ひ
と
つ
し
っ
く
り
と
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

和し
て
い
な
い
。
ブ
ル
ト
マ
ソ
が
『
共
観
福
音
書
伝
承
史
』
の
な
か
で
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
成
立
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
も
、
わ
た
く
し

の読
み
方
を
支
持
し
て
い
る
。
ブ
ル
ト
マ
ン
は
マ
タ
イ
の
テ
キ
ス
ト
に
沿
う
て
論
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
ま
ず
「
六
・

二
七
が

二
次
的
挿
入と
し
て
分
離
さ
れ
、
そ
の
次
に
三
四
節
が
本
文
の
重
複
と
な
る
補
遺
（
山
o
b
b
。
一
8
H
乞
碧
巨
建
α
q
）
と
し
て
分
離
さ
れ
る
。

残り
の
構
成
が
ど
こ
ま
で
統
一
を
な
し
て
い
る
か
は
、
は
っ
き
り
言
え
な
い
。
二
五
節
は
独
立
の
ロ
ギ
オ
ソ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二六
・
二
八
－
三
〇
節
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
独
立
し
て
い
た
の
が
二
五
節
に
結
合
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
そ
う
で
は

な
く
こ
れ
は
二
五
節
の
敷
術
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
三
一
ー
三
三
節
は
お
そ
ら
く
二
次
的
敷
術
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
ま
ち
が
い
な

い
だ
ろ
う
」
。
し
た
が
っ
て
ブ
ル
ト
マ
ン
も
マ
タ
イ
六
・
二
五
／
ル
カ
＝
丁
二
二
が
ペ
リ
コ
ー
ペ
全
体
の
要
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
だ
から
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
ル
カ
一
二
・
二
二
c
d
／
マ
タ
イ
六
・
二
五
b
c
の
鳶
も
ミ
℃
轡
の
語
義
を
考
察
し
よ
う
。
こ
の
箇
所
の
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

文
は
す
べ
て
「
共
尋
鳶
も
ミ
轟
需
　
＋
　
利
害
の
与
格
　
＋
　
註
（
思
案
の
接
続
法
）
」
で
あ
る
。
試
は
基
本
的
に
は
疑
問
詞
で
あ
る
。
し

た
が
っ

て
註
節
は
間
接
疑
問
文
で
あ
る
か
ら
、
本
文
の
動
詞
需
喬
ミ
勲
誘
は
疑
惑
な
い
し
熟
考
を
内
容
と
す
る
動
詞
で
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

な
い
。
そ
う
す
る
と
前
述
の
鳶
喬
ミ
勲
ヤ
の
原
義
二
つ
の
う
ち
で
は
、
b
よ
り
も
a
だ
と
推
論
さ
れ
る
。
a
は
b
よ
り
も
精
神
の
働
き
・

状態
を
問
題
に
し
て
お
り
、
　
「
誰
か
な
い
し
何
か
の
た
め
に
心
配
す
る
、
気
遣
う
」
は
疑
惑
な
い
し
熟
考
を
も
内
容
と
す
る
こ
と
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
場
合
前
述
の
f
の
意
味
に
近
く
な
る
。
f
だ
と
解
釈
し
た
場
合
「
思
い
煩
う
」
と
い
う
訳

が出
て
く
る
。
な
お
誰
な
い
し
何
の
た
め
の
心
配
か
と
い
う
と
、
ル
カ
＝
一
二
一
二
で
は
「
魂
の
た
め
に
」
、
「
身
体
の
た
め
に
」
と
述
べ

　
　
　　
「
思
い
煩
う
」
（
ル
カ
一
二
・
二
ニ
ー
三
二
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

ら
れ
て
い
て
、
結
局
は
自
分
自
身
の
た
め
で
あ
る
。
ル
カ
＝
一
・
二
二
の
訳
は
「
あ
な
た
が
た
は
魂
の
た
め
に
何
を
食
べ
よ
う
か
と
、
そ

し
て
身
体
の
た
め
に
何
を
着
よ
う
か
と
心
配
す
る
（
思
い
煩
う
）
な
」
と
な
る
。

　次
に
ル
カ
一
二
・
二
五
の
分
詞
鳶
も
ミ
葛
℃
で
あ
る
が
、
二
五
節
は
現
行
の
文
脈
で
は
＝
丁
＝
バ
ー
一
二
節
の
「
愚
か
な
金
持
の
讐
」

を

思
い出
さ
せ
る
の
で
、
こ
の
な
か
の
一
七
節
の
「
心
の
中
で
思
い
巡
ら
し
て
い
た
」
（
勲
9
ミ
瞬
曾
。
轡
費
ミ
S
を
二
五
節
の
鳶
ミ
ミ
鋤
℃

が

受
ける
形
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
語
義
は
前
述
（
五
八
頁
）
の
f
で
あ
る
。

　次
に
ル
カ
一
二
・
二
六
の
鳶
も
ミ
誌
爲
で
あ
る
が
、
ブ
ル
ト
マ
ン
に
よ
る
と
二
六
節
は
、
二
五
節
の
挿
入
を
、
前
後
の
文
脈
に
滑
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

か
に繋
ぐ
た
め
の
編
集
句
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
二
六
節
の
騰
ミ
ミ
ミ
の
語
義
は
二
二
節
、
二
五
節
と
同
様
a
と
か
f
で
あ
る
。

二
六節
b
の
訳
は
「
な
ぜ
あ
な
た
が
た
は
他
の
こ
と
（
悶
着
物
）
に
つ
い
て
心
配
す
る
（
思
い
煩
う
）
の
か
」
と
な
る
。
わ
た
く
し
の
専
ら
の

関
心
は
ル
カ
の
テ
キ
ス
ト
に
あ
る
の
で
、
マ
タ
イ
の
テ
キ
ス
ト
の
需
喬
ミ
魯
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

　
　
　

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　次
に
問
⇔
で
あ
る
。
へ
鷲
・
弩
の
原
義
は
「
捜
す
」
で
あ
る
が
、
ル
カ
＝
丁
二
九
に
お
い
て
は
こ
れ
に
註
に
始
ま
る
間
接
疑
問
文

「何
を
食
べ
よ
う
か
そ
し
て
何
を
飲
も
う
か
」
が
続
く
。
こ
れ
も
思
案
の
接
続
法
で
あ
る
か
ら
、
　
こ
の
奪
需
弩
は
前
述
の
二
二
節
の

鳶
も
ミ
轟
鷲
と
同
様
に
疑
惑
な
い
し
熟
考
の
動
詞
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
バ
ウ
ア
は
§
需
セ
の
原
義
「
捜
す
」
か
ら
派
出
す
る
意
味
と
し

て
「調
べ
る
（
ド
イ
ッ
語
で
は
ω
ロ
o
げ
o
口
か
ら
派
出
し
て
q
u
8
H
害
o
び
雪
（
（
申
を
調
べ
る
、
中
を
た
ず
ね
る
）
）
）
、
研
究
す
る
、
考
え
る
」

を

挙げ
、
へ
溝
・
O
に
思
案
の
接
続
法
の
間
接
話
法
が
続
く
用
例
を
こ
の
な
か
に
含
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
目
団
q
マ
ル
コ
一
一
・
一
八
、
一

四二
、
二
。
註
ル
カ
一
二
・
二
九
、
＆
肉
8
－
n
二
二
・
二
。
そ
う
す
る
と
ル
カ
＝
一
・
二
九
の
訳
は
「
何
を
食
べ
よ
う
か
お
よ
び
何



を
飲も
う
か
を
考
え
る
な
」
で
あ
る
。
な
お
ド
イ
ッ
語
訳
聖
書
は
ル
カ
＝
一
・
二
九
の
へ
唱
鴇
登
を
沖
酋
σ
q
o
昌
（
問
う
）
で
以
て
翻
訳
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

いる
（
ル
タ
ー
訳
、
統
一
訳
、
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
訳
、
新
エ
ル
サ
レ
ム
聖
書
ド
イ
ッ
語
版
）
。

　
そ

れ
で
は同
じ
く
疑
惑
な
い
し
熟
考
を
表
わ
す
動
詞
で
あ
る
と
し
て
も
、
二
九
節
の
奪
鴇
セ
と
二
二
節
の
鳶
ミ
ミ
轡
と
の
ち
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

はど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
愈
鴇
登
は
基
本
的
に
「
人
間
の
努
力
お
よ
び
意
志
方
向
」
を
内
に
含
ん
で
い
て
、

他
方
騰
も
ミ
轟
℃
に
は
「
意
志
」
よ
り
も
「
心
配
・
気
遣
い
」
の
要
素
が
あ
る
と
言
え
る
。
先
に
挙
げ
た
へ
斜
無
℃
に
間
接
話
法
が
続
く
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

例
の
日
本
語
訳
（
聖
書
協
会
訳
・
新
共
同
訳
）
を
見
る
と
、
へ
斜
⑪
セ
の
訳
と
し
て
「
考
え
て
い
た
」
と
と
も
に
「
謀
っ
た
」
、
「
計
っ
た
」
、

「

ねら
っ
て
い
た
」
と
い
う
よ
う
な
意
志
方
向
を
濃
厚
に
表
現
し
た
訳
が
あ
る
。
へ
鷲
①
登
と
い
う
語
自
体
に
は
「
心
配
・
気
遣
い
」
の
ニ
ェ

ア

ソ

ス

が
な

い
から
、
ル
カ
は
一
二
・
二
九
に
お
い
て
兼
詠
へ
滴
無
鴇
…
…
（
考
え
る
な
）
に
融
群
蓑
⇔
鳶
鴇
e
ミ
浄
q
餅
（
そ
し
て
不
安
に
な

る
な
）
を
付
け
加
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
お
そ
ら
く
こ
の
箇
所
は
マ
タ
イ
六
・
三
一
の
息
鳶
も
ミ
三
§
需
の
方
が
Ω
の
元
来
の
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

キ

ス
ト
で
あ
っ
て
、
ル
カ
が
そ
れ
を
書
き
換
え
た
の
だ
と
思
う
（
わ
た
く
し
の
理
解
で
は
鳶
ミ
ミ
鳳
e
龍
へ
唱
隷
e
＋
鳶
蝿
§
良
へ
曼
ミ
で
あ

る
。
記
号
非
は
u
。
閂
ぐ
。
ρ
口
巴
を
意
味
す
る
）
。
な
ぜ
ル
カ
が
二
九
節
に
お
い
て
騰
ミ
ミ
勲
℃
を
へ
斜
師
登
に
書
き
換
え
た
か
と
い
う
と
、
三

〇節
の
伽
ミ
へ
唱
鴇
登
（
伝
承
）
（
意
味
は
紳
臥
が
強
調
の
接
頭
語
で
あ
る
か
ら
、
「
渇
求
す
る
」
）
と
の
対
照
の
た
め
、
さ
ら
に
三
一
節
の
A
斜
①
登

（伝承
）
（
求
め
る
）
と
の
対
照
の
た
め
で
あ
る
。
畢
寛
三
一
節
の
へ
溝
無
℃
を
準
備
し
、
強
調
す
る
た
め
で
あ
る
（
本
論
文
第
七
節
参
照
）
。

　
　
　

五

　次
に
問
⇔
で
あ
る
が
、
ル
カ
一
二
・
二
九
文
頭
の
む
ミ
に
つ
い
て
は
三
通
り
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
ブ
ラ
ス
／
デ
ブ
ル
ナ
／
レ
ー
コ

プ
フ

の
『

新
約
聖書
ギ
リ
シ
ア
語
文
法
』
は
並
列
接
続
詞
訣
ミ
の
記
述
に
際
し
て
、
連
係
的
（
犀
o
b
巳
餌
臨
く
繋
辞
的
と
も
訳
せ
る
）
意
味
の

　
　
　　
「
思
い
煩
う
」
（
ル
カ
一
二
・
二
ニ
ー
三
二
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
六
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

融ミ
（
そ
し
て
）
を
、
よ
り
古
い
副
詞
的
意
味
の
融
ミ
（
…
…
も
ま
た
）
か
ら
区
別
し
て
い
る
。
バ
ウ
ア
の
『
新
約
聖
書
ギ
リ
シ
ア
語
辞
典
』

の

融
ミ
の
項
目
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ル
カ
＝
マ
ニ
九
文
頭
の
費
へ
に
つ
い
て
は
副
詞
的
意
味
に
解
釈
す
る
し
か
た
と
、
連
係
的

意味
に
解
釈
す
る
し
か
た
と
が
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
二
通
り
の
解
釈
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　

e　副
詞
的
意
味
の
融
ミ
が
◎
鳶
舞
に
か
か
っ
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
「
あ
な
た
が
た
も
何
を
食
べ
よ
う
か
そ
し
て
何
を
飲

も
う
か
を
考
え
て
は
な
ら
な
い
、
そ
し
て
不
安
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
」
。
こ
の
解
釈
を
し
て
い
る
の
は
日
本
聖
書
協
会
訳
、
新
共
同
訳
、

ル
タ
ー
訳
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
二
九
節
の
い
騰
町
（
あ
な
た
が
た
）
以
前
に
、
何
を
食
べ
よ
う
か
そ
し
て
何
を
飲
も
う
か
を
考
え
る

（へ弩
無
ご
存
在
が
あ
る
こ
と
を
前
提
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
う
い
う
存
在
は
見
あ
た
ら
な
い
。
二
四
節
の
「
烏
」
は
そ
う
い
う
存

在
に
該
当
し
な
い
。
烏
に
つ
い
て
は
「
種
播
き
も
せ
ず
、
刈
入
れ
も
し
な
い
。
彼
ら
に
は
納
屋
も
な
く
、
倉
も
な
い
」
と
語
ら
れ
て
い
る

だ
け

であ
る
（
つ
ま
り
農
業
労
働
も
せ
ず
、
所
有
も
し
な
い
と
い
う
点
で
烏
は
イ
エ
ス
の
弟
子
た
ち
1
1
巡
回
伝
道
者
と
同
類
項
で
あ
る
）
。

そも
そ
も
烏
と
い
う
存
在
は
、
何
を
食
べ
よ
う
か
、
何
を
飲
も
う
か
を
意
志
を
以
て
考
え
る
（
へ
鷲
無
こ
こ
と
を
し
な
い
。
付
言
す
る
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ば
、
同
様
に
烏
に
つ
い
て
は
、
何
を
食
べ
よ
う
か
を
心
配
す
る
（
需
も
ミ
§
こ
と
か
し
な
い
と
か
と
い
う
問
題
も
お
こ
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
理
由
で
解
釈
e
は
成
立
な
い
。

　な
お
ル
カ
＝
一
・
二
九
に
お
い
て
い
騰
搾
は
三
〇
節
の
聾
竃
ミ
8
q
ま
q
篭
c
と
対
照
さ
せ
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
主
語
と
し
て
書

き
出
さ
れ
強
調
さ
れ
て
い
る
（
本
論
文
第
六
節
参
照
）
。

　
ロ　
ル
カ
＝
一
・
二
九
の
む
ミ
は
連
係
的
意
味
で
あ
っ
て
、
「
結
果
を
表
わ
す
ミ
へ
」
（
融
§
臥
O
O
H
P
ω
①
O
q
け
団
く
信
旨
）
だ
と
解
釈
す
る
。
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ち

前
文
を
受
け
て
「
だ
か
ら
あ
な
た
が
た
は
何
を
食
べ
よ
う
か
そ
し
て
何
を
飲
も
う
か
を
考
え
て
は
な
ら
な
い
…
…
」
と
な
る
。
こ
の
融
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
∬
）

はし
た
が
っ
て
並
行
箇
所
マ
タ
イ
六
・
三
一
の
。
守
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
ブ
ラ
ス
／
デ
ブ
ル
ナ
／
レ
ー
コ
プ
フ
は
こ
の
解
釈
で
あ
る
。



ル
タ
ー
訳
は
こ
の
む
ミ
を
解
釈
O
で
あ
る
と
と
も
に
⇔
で
も
あ
る
よ
う
に
訳
し
て
い
る
（
U
母
ロ
日
舞
o
げ
岸
H
…
…
）
。
統
一
訳
ド
イ
ツ
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聖書
、
新
エ
ル
サ
レ
ム
聖
書
ド
イ
ッ
語
版
、
N
E
B
は
解
釈
口
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
二
九
節
の
前
文
は
、
種
播
き
も
刈
入
れ
も
し
な
い
烏

を
神
が
養
っ
て
い
る
こ
と
（
二
四
節
）
お
よ
び
労
せ
ず
紡
が
な
い
百
合
を
神
が
装
わ
せ
て
い
る
こ
と
（
二
七
・
二
八
節
）
を
語
っ
て
い
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
を受
け
て
「
だ
か
ら
あ
な
た
が
た
は
何
を
食
べ
よ
う
か
そ
し
て
何
を
飲
も
う
か
を
考
え
て
は
な
ら
な
い
…
…
」
で
は
片
手
落
ち
で
あ
る
。

ルカ
一
二
・
二
九
に
は
「
何
を
着
よ
う
か
」
が
脱
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
解
釈
も
芳
く
な
い
。
　
　
，

　
⇔　
ル
カ
一
二
・
二
九
文
頭
の
融
ミ
は
連
係
的
融
ミ
で
あ
っ
て
、
段
落
（
二
ニ
ー
二
八
節
）
と
段
落
（
二
九
－
三
二
節
）
と
を
連
係
す
る
。

意味
の
上
で
は
事
実
上
二
二
節
と
二
九
節
を
結
ぶ
。
す
な
わ
ち
「
あ
な
た
が
た
は
何
を
食
べ
よ
う
か
を
心
配
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
何
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

着
よ
う
か
を
心
配
し
て
は
な
ら
な
い
…
…
そ
し
て
何
を
食
べ
よ
う
か
お
よ
び
何
を
飲
も
う
か
を
考
え
て
も
な
ら
な
い
」
。
こ
の
融
ミ
は
、

二
二節
の
騰
ミ
ミ
響
と
二
九
節
の
奪
爲
登
と
を
、
す
な
わ
ち
同
じ
よ
う
に
疑
惑
な
い
し
熱
考
を
表
わ
し
な
が
ら
、
相
違
も
あ
る
二
つ
の

動
詞
を

連係
し
な
が
ら
、
対
照
も
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
対
照
の
ニ
ュ
ア
ソ
ス
よ
り
も
連
係
の
意
味
の
方
が
強
い
か
ら
、
　
「
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

意
の
融
ミ
」
（
蔵
ミ
巴
く
o
屋
讐
一
く
口
目
）
（
し
か
し
）
で
は
な
い
。
同
じ
く
「
そ
し
て
…
…
も
…
…
な
い
」
を
意
味
す
る
融
ミ
は
ル
カ
六
・
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

七b
文
頭
に
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
解
釈
日
を
支
持
し
て
い
る
の
は
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
訳
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
q
冨
画
罠
N
l
坤
㊤
α
q
雲
冒
o
o
三

巳
o
ぽ
”
甫
器
臣
巴
①
ω
ω
Φ
口
…
°
：

　
　
　

六

　次
に
問
四
に
入
る
。
前
述
（
本
論
文
六
二
頁
）
の
と
お
り
ル
カ
一
二
・
二
九
で
は
晋
亀
n
（
あ
な
た
が
た
は
）
と
い
う
ふ
う
に
わ
ざ
わ
ざ
主

語
が
書
き
出
さ
れ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
三
〇
節
a
の
隷
竃
ミ
8
q
ま
。
暮
q
と
対
照
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
三
〇
節
b
で
は

　
　
　　
「
思
い
煩
う
」
（
ル
カ
＝
丁
ニ
ニ
ー
三
二
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
六
四

言
§
（
あ
な
た
が
た
の
）
が
噺
司
§
書
（
父
）
に
先
立
っ
て
文
頭
に
出
さ
れ
、
こ
れ
も
ま
た
聾
亀
ミ
さ
q
ま
曇
。
q
に
対
照
さ
れ
て
い
る

（並
行
箇所
マ
タ
イ
六
・
三
二
b
で
は
軌
凋
§
書
晋
鋤
史
の
語
順
で
あ
る
）
。
こ
の
よ
う
に
ル
カ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
マ
タ
イ
に
お
い
て
よ
り

も
、
魯
・
琴
す
な
わ
ち
弟
子
た
ち
と
聾
伽
魅
ミ
8
⇔
ま
曼
睾
と
の
対
照
が
際
立
た
せ
ら
れ
、
両
者
が
ま
っ
た
く
違
っ
た
あ
り
方
を
す
る

こ
と
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
ル
カ
＝
一
・
三
〇
の
聾
亀
ミ
8
q
ま
q
奄
c
が
何
で
あ
る
の
か
、
並
行
箇
所
マ

タ
イ
六
・
三
二
の
裁
弩
ξ
（
異
邦
人
た
ち
）
と
ま
っ
た
く
同
じ
意
味
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
そ
の
こ
と
が
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
シ

ュ

ル
ツ
は
ル
カ
＝
マ
三
〇
に
つ
い
て
「
ル
カ
だ
け
が
亀
ミ
を
、
巳
q
ま
q
奄
c
と
い
う
ふ
う
に
よ
り
厳
密
に
言
い
表
わ
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

説明
の
た
め
の
二
次
的
付
加
」
と
述
べ
て
い
る
。
エ
レ
ミ
ア
ス
は
反
対
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
ル
カ
が
ま
q
篭
n
を
用
い
る
の
は
（
っ
ま

り
パ
ウ
ロ
お
よ
び
ヨ
ハ
ネ
と
ち
が
っ
て
）
、
ま
っ
た
く
稀
で
あ
り
（
マ
タ
イ
八
回
、
マ
ル
コ
ニ
回
、
ル
カ
三
回
／
行
伝
一
、
ヨ
ハ
ネ
七
六
回
、

パ
ウ
ロ
四
七
回
、
そ
の
他
四
五
回
）
、
そ
し
て
そ
れ
は
既
製
の
言
い
ま
わ
し
を
借
用
し
て
い
る
場
合
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ル
カ
一
一
・

五〇
、
＝
一
・
三
〇
、
九
・
二
五
、
行
伝
一
七
・
二
四
。
ル
カ
の
お
気
に
入
り
の
語
は
。
評
§
烹
ミ
で
あ
り
、
こ
れ
を
か
れ
は
ル
カ
四
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

五
に
お
い
て
ま
是
饒
（
マ
タ
イ
四
・
八
）
に
代
置
し
て
い
る
」
。
ち
な
み
に
ル
カ
が
。
諦
§
烹
ミ
を
用
い
て
い
る
の
は
、
福
音
書
三
回
、

行
伝
五
回

であ
る
。
ル
カ
の
ま
q
琶
へ
の
用
例
四
つ
に
あ
た
っ
て
み
て
も
、
エ
レ
ミ
ア
ス
の
説
は
説
得
力
が
あ
る
。
そ
し
て
エ
レ
ミ
ァ
ス

は
ルカ
＝
一
二
二
〇
に
つ
い
て
誌
亀
§
8
q
ま
曇
o
¢
聾
．
ロ
ヨ
目
9
び
餌
、
o
ポ
旨
だ
と
し
て
い
る
。
も
と
を
た
だ
せ
ぽ
シ
ュ
ト
ラ
ッ
ク
・
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

ラ
ベ
ッ
ク
が
こ
の
解
釈
を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
．
β
旨
日
9
冨
．
o
冨
日
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
以
外
の
人
類
を
呼
ぶ
た
め
に
ラ
ビ
た
ち
が

最
多用
し
た
呼
称
の
一
つ
で
あ
る
。
”
口
日
日
9
は
、
口
B
目
ゆ
（
部
族
・
国
民
）
の
複
数
形
で
あ
り
、
こ
の
語
は
旧
約
聖
書
に
三
回
出
て
き
て
、

い
つ
れも
イ
ス
ラ
エ
ル
以
外
の
民
族
を
言
い
表
わ
す
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
．
口
日
B
o
け
は
実
は
複
数
合
成
形
で
あ
り
、
そ
れ
に
冨
、
o
冨
日

（時代
、
代
、
世
界
）
が
く
っ
つ
い
て
修
飾
し
て
い
る
の
で
、
、
β
日
ヨ
9
訂
．
。
討
ヨ
は
直
訳
す
れ
ば
「
世
（
界
）
の
異
邦
人
」
で
あ
る
。
シ
ュ



ト
ラ
ッ
ク
・
ビ
ラ
ベ
ッ
ク
は
ラ
ビ
文
献
中
の
当
該
の
箇
所
に
岳
o
＜
α
涛
霞
侮
巽
詔
o
犀
の
訳
を
あ
て
、
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
『
ソ
ン
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

ー
ノ
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
で
は
（
爵
o
）
げ
＄
爵
o
口
ω
あ
る
い
は
O
o
μ
岳
o
°
・
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
エ
レ
ミ
ア
ス
説
を
と
る
と
す
る
な
ら
ば
、

ル
カ
＝
一
・
三
〇
の
亀
ミ
8
q
ま
q
奄
㎝
は
Ω
伝
承
に
あ
っ
た
言
葉
で
、
「
異
邦
人
」
を
意
味
す
る
”
¢
日
日
9
冨
．
o
討
口
の
ギ
リ
シ
ア
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
）

訳
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
を
お
お
む
ね
支
持
し
て
い
る
の
は
髭
μ
日
ヨ
o
♪
寓
胃
ω
冨
目
で
あ
る
。

　
　
　

七

　
最後
に
問
㈲
で
あ
る
。
ル
カ
＝
一
・
二
二
で
は
「
何
を
食
べ
よ
う
か
」
お
よ
び
「
何
を
着
よ
う
か
」
の
二
つ
の
疑
問
文
が
問
題
に
な
っ

て

いる
の
で
あ
る
が
、
二
九
節
で
は
「
何
を
着
よ
う
か
」
が
脱
落
し
て
、
代
わ
り
に
「
何
を
飲
も
う
か
」
が
入
っ
て
き
て
い
る
。
二
九
節

で
衣
の問
題
が
脱
落
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
二
六
節
に
お
い
て
準
備
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
並
行
節
マ
タ
イ
六
・
二
八
に
お
い
て
は
「
な

ぜあ
な
た
が
た
は
着
物
命
＆
長
§
）
に
つ
い
て
心
配
す
る
の
か
」
で
あ
る
の
に
、
ル
カ
で
は
「
な
ぜ
他
の
も
の
（
隷
き
§
も
に
つ
い
て
心

配
す
る
の
か
」
と
い
う
ふ
う
に
ぼ
や
か
さ
れ
て
い
る
。

　
並
行す
る
マ
タ
イ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
六
・
二
五
お
よ
び
三
一
節
の
ニ
ヵ
所
と
も
「
何
を
食
べ
よ
う
か
」
「
何
を
飲
も
う
か
」
「
何
を
着
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

う
か
」
の
三
つ
の
疑
問
文
が
そ
ろ
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
（
前
述
五
七
頁
参
照
）
。

　以
上
の
問
題
点
は
ま
ず
丈
体
上
の
側
面
か
ら
、
次
い
で
内
容
上
の
側
面
か
ら
検
討
さ
れ
る
。
文
体
上
の
問
題
と
し
て
、
こ
の
ペ
リ
コ
ー

ペ
に
お
い
て

マ
タ
イ
は
三
つ
の
文
あ
る
い
は
三
交
肢
を
好
み
、
ル
カ
は
二
つ
の
文
、
二
文
肢
を
取
っ
て
い
る
。
マ
タ
イ
六
・
二
五
と
ル
カ

＝

マ
ニ
ニと
の
比
較
そ
し
て
マ
タ
イ
六
・
ゴ
＝
と
ル
カ
一
二
・
二
九
と
の
比
較
は
す
で
に
見
た
。
こ
の
他
に
マ
タ
イ
六
・
二
六
で
は
「
種

も
蒔
か
ず
、
刈
り
入
れ
も
せ
ず
、
倉
に
納
め
も
し
な
い
」
（
三
文
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
ル
カ
一
二
・
二
四
で
は
「
種
も
蒔
か
ず
、
刈
り
入

　
　
　　
「
思
い
煩
う
」
（
ル
カ
一
二
・
二
ニ
ー
三
二
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
六
六

れも
せ
ず
」
、
「
納
屋
も
倉
も
持
た
な
い
」
（
二
文
、
二
文
肢
）
。
最
初
の
マ
タ
イ
六
・
二
五
／
ル
カ
＝
マ
ニ
ニ
に
関
し
て
い
え
ば
、
　
「
魂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ス

の

た
め
に
」
に
二
文
が
続
く
マ
タ
イ
よ
り
も
、
一
文
が
続
い
て
次
の
「
身
体
の
た
め
に
＋
一
文
」
と
均
衡
を
保
つ
ル
カ
の
方
が
、
文
体
上

洗
練さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
交
体
上
ぎ
こ
ち
な
い
方
が
古
く
、
洗
練
さ
れ
て
い
る
方
が
新
し
い
と
い
う
本
文
批
評
の
原
則
に
よ
り
、

マ
タ
イ
の
方
が
よ
り
古
い
テ
キ
ス
ト
の
形
を
示
し
て
い
る
。
マ
タ
イ
六
・
二
六
／
ル
カ
＝
マ
ニ
四
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

マ
タ
イ
六
・
三
一
／
ル
カ
＝
一
・
二
九
に
つ
い
て
は
、
マ
タ
イ
六
・
二
五
／
ル
カ
＝
一
・
二
二
に
つ
い
て
の
結
論
か
ら
推
論
し
て
、
マ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

イ
の
方
が
も
と
の
テ
キ
ス
ト
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　次
に
内
容
の
問
題
に
入
る
。
仮
に
わ
た
く
し
の
文
体
上
の
考
察
を
認
め
て
、
マ
タ
イ
の
方
が
テ
キ
ス
ト
の
も
と
の
形
を
示
し
て
い
る
と

し
て
も
、
ル
カ
が
二
二
節
に
お
い
て
魂
に
つ
い
て
の
二
つ
の
疑
問
文
の
う
ち
「
何
を
食
べ
よ
う
か
」
を
残
し
、
　
「
何
を
飲
も
う
か
」
を
捨

て

た
の

は
な

ぜ
かと
い
う
問
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
答
は
簡
単
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
よ
り
肝
要
な
方
を
選
ん
で
、
　
「
何
を
食
べ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

う
か
」
で
以
て
「
何
を
飲
も
う
か
」
を
も
代
表
さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
次
に
ル
カ
が
二
九
節
に
お
い
て
「
何
を
食
べ
よ
う
か
」
と
「
何

を

飲も
う
か
」
を
取
り
、
　
「
何
を
着
よ
う
か
」
を
脱
落
さ
せ
た
理
由
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ル
カ
＝
一
・
二
九
ー
三
二
（
「
思
い
煩

う
な
」
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
全
体
の
第
二
段
落
）
は
「
祈
り
」
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
（
一
一
・
一
ー
＝
二
）
と
共
通
の
語
彙
が
多
い
。
す
な
わ
ち
「
求

める
」
（
へ
溝
o
登
＝
一
・
二
九
、
三
〇
、
三
一
／
一
一
・
九
、
一
〇
）
、
「
必
要
と
す
る
」
（
×
息
へ
の
ミ
＝
一
・
三
〇
／
一
一
・
八
）
、
「
父
」

（軌
目
§
8
，
も
一
二
・
二
九
、
三
二
／
＝
・
二
、
＝
、
＝
二
）
、
　
「
御
国
」
9
曾
ミ
鳶
ミ
忌
8
ミ
q
。
q
一
二
・
三
一
、
　
三
二
／
一
一
・

二
）
、
「
与
え
る
」
（
き
q
ミ
馬
一
二
・
三
二
／
一
一
・
三
、
七
、
八
、
八
、
九
、
一
一
、
一
二
、
一
三
、
一
三
）
。
と
こ
ろ
で
「
祈
り
」
の
ペ

リ
コ
ー
ペ
に
お
い
て
、
求
め
る
対
象
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
物
質
は
す
べ
て
食
物
で
あ
る
（
三
、
五
節
　
パ
ソ
／
一
一
節
　
魚
／
＝
一

節

　卵
）
。
こ
こ
で
は
祈
り
求
め
る
べ
き
対
象
は
、
そ
し
て
祈
り
が
聴
か
れ
て
与
え
ら
れ
る
の
は
、
必
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
基
本
的



　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
　
（
2
9
）

に
言
わ
れ
て

いる
（
三
節
、
五
節
、
八
節
、
な
お
一
〇
・
四
二
参
照
。
　
マ
ル
タ
は
不
必
要
な
こ
と
を
主
イ
エ
ス
に
求
め
た
の
で
聴
か
れ
な

か
っ
た
）
。
だ
か
ら
生
存
に
ま
ず
必
要
な
物
質
と
し
て
食
物
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
つ
ま
り
「
祈
り
」
の

ペリ
コ
ー
ペ
に
辻
褄
を
あ
わ
せ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
一
二
・
二
九
に
お
い
て
は
Ω
伝
承
に
あ
っ
た
三
つ
の
疑
問
文
の
う
ち
、
食
物
に

結
び
つ
く
「
何
を
食
べ
よ
強
か
」
と
「
何
を
飲
も
う
か
」
を
残
し
、
「
何
を
着
よ
う
か
」
を
脱
落
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
六
一

頁
に
前述
し
た
と
お
り
、
ル
カ
が
一
二
・
二
九
に
お
い
て
鳶
も
ミ
轟
鷺
を
へ
斜
の
登
に
書
き
換
え
た
の
は
、
三
一
節
の
へ
鷲
o
セ
（
（
伝
承
）
）

を引
き
立
て
る
た
め
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
三
一
節
の
§
蝿
鶏
℃
か
ら
＝
・
九
、
一
〇
の
晋
鴇
登
へ
の
連
想
を
、
よ
り
緊
密
に
す

る
た
め
で
も
あ
る
）
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
事
実
上
、
衣
の
問
題
が
切
り
捨
て
ら
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
＝
章

に
お
い
ても
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
生
存
に
必
要
な
物
質
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
要
約
し
た
表
現
と
し
て
「
何
を
食
べ
よ
う
か
そ
し

て何
を
飲
も
う
か
」
が
（
文
体
上
二
丈
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
）
と
り
あ
げ
ら
れ
、
そ
し
て
「
パ
ソ
」
（
一
・
三
、
五
）
が
と
り
あ
げ
ら

れ
て

いる
。
い
わ
ば
「
何
を
食
べ
よ
う
か
そ
し
て
何
を
飲
も
う
か
」
で
以
て
「
何
を
着
よ
う
か
」
を
も
代
表
し
て
い
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
。

　
　
　

八

　以
上
で
ル
カ
＝
一
・
二
ニ
ー
三
二
に
関
す
る
五
つ
の
問
に
答
え
終
え
た
。
も
と
よ
り
本
論
文
の
テ
ー
マ
は
こ
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
に
お
け
る

「

思
い

煩う
」
（
鳶
喬
ミ
勲
こ
の
神
学
的
意
味
で
あ
る
。
こ
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
の
テ
ー
マ
「
衣
食
に
つ
い
て
思
い
煩
う
な
」
（
二
二
節
）
は
、
三

一節
の
「
む
し
ろ
御
国
を
求
め
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ぽ
こ
れ
ら
は
加
え
て
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」
で
い
わ
ば
結
論
に
達
し
て
い
る
。
そ

し
て
こ
の
三
一
節
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
わ
たく
し
は
＝
丁
三
一
は
「
祈
り
」
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
（
一
一
・
一
1
＝
二
）
か
ら
解
釈
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
前
述
の
と
お
り
「
思

　
　　
　
「
思
い
煩
う
」
（
ル
カ
一
二
・
二
二
ー
三
二
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

い
煩う
な
L
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
の
第
二
段
落
（
一
二
・
二
九
－
三
二
）
は
、
　
「
祈
り
」
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
と
共
通
の
語
彙
が
多
い
の
で
、
思
想
的

に
連関
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
＝
一
ニ
ニ
一
の
「
御
国
を
求
め
な
さ
い
」
の
「
求
め
る
」
（
へ
鷲
無
じ
は
一
一
・
九
、
一
〇
の

奪
鴇
登
に
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
＝
・
九
「
捜
せ
、
そ
う
す
れ
ば
見
い
だ
す
だ
ろ
う
」
（
（
溝
無
鳥
哉
ミ
＆
息
需
鴇
）

の

思
想は
、
「
神
を
捜
し
求
め
る
な
ら
ば
、
神
を
見
い
だ
す
と
い
う
旧
約
聖
書
の
言
語
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
」
（
申
命
記
四
・
二
九
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

イ
ザ
ヤ
五
五
・
六
、
六
五
・
一
。
な
お
ロ
マ
一
〇
・
二
〇
参
照
）
と
マ
ー
シ
ャ
ル
は
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
は
こ
の
よ
う
な

へ爵
亀
℃
が
エ
レ
ミ
ヤ
ニ
九
・
＝
一
、
＝
二
（
七
十
人
訳
三
六
・
一
二
、
＝
二
）
に
お
い
て
、
祈
り
に
並
行
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
注
目

し
て
、
ル
カ
一
一
・
九
の
三
つ
の
句
（
「
求
め
な
さ
い
、
そ
う
す
れ
ば
与
え
ら
れ
る
。
探
し
な
さ
い
、
そ
う
す
れ
ば
見
つ
か
る
。
門
を
た
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

き
な
さ
い
、
そ
う
す
れ
ぽ
開
か
れ
る
」
）
は
す
べ
て
祈
り
に
あ
て
は
め
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
ル
カ

によ
る
福
音
書
に
お
い
て
は
、
　
「
求
め
よ
、
さ
ら
ば
与
え
ら
れ
ん
云
々
」
の
断
片
（
一
一
・
九
ー
一
三
）
（
Ω
）
は
、
「
主
の
祈
り
」
（
一
一
二

ー
四
）
（
9
）
そ
し
て
「
真
夜
中
に
パ
ン
を
乞
う
人
の
話
」
（
五
ー
八
節
）
（
ル
カ
特
殊
資
料
）
の
次
に
置
か
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
断
片

は
「

祈り
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
一
二
・
三
一
の
「
御
国
を
求
め
な
さ
い
」
（
へ
鷲
亀
鵠
き
て

費
ミ
奇
賢
こ
は
＝
・
九
、
　
一
〇
の
へ
誉
・
登
（
神
を
尋
ね
求
め
る
↓
祈
る
）
を
媒
介
と
し
て
、
一
一
・
三
の
「
主
の
祈
り
」
の
「
御
国
が

来ま
す
よ
う
に
」
と
い
う
祈
り
に
結
ば
れ
る
。

　ま
た
＝
一
・
三
一
の
「
こ
れ
ら
」
は
二
九
節
の
「
何
を
食
べ
よ
う
か
そ
し
て
何
を
飲
も
う
か
」
の
答
と
な
る
食
物
を
指
し
、
そ
し
て
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

○節
に
お
い
て
は
「
こ
れ
を
あ
な
た
が
た
が
必
要
と
す
る
こ
と
を
あ
な
た
が
た
の
父
は
知
っ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

・
八
の
「
か
れ
が
必
要
と
す
る
も
の
は
何
で
も
」
に
結
び
付
く
。
あ
る
人
が
真
夜
中
に
到
着
し
た
友
に
出
す
パ
ソ
が
な
い
の
で
、
別
の
友

の家
へ
行
き
、
パ
ソ
三
つ
を
乞
う
た
と
こ
ろ
、
そ
の
友
が
か
れ
に
与
え
る
の
が
「
か
れ
が
必
要
と
す
る
も
の
は
何
で
も
」
と
い
う
の
で
あ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

る
。
パ
ン
三
つ
は
大
人
一
人
の
一
回
の
食
事
量
で
あ
る
の
で
、
こ
の
話
は
＝
・
三
の
「
主
の
祈
り
」
の
「
わ
た
し
た
ち
の
生
存
に
必
要

な
パ
ン
を
日
毎
に
与
え
て
く
だ
さ
い
」
の
例
話
で
あ
る
と
も
解
釈
で
き
る
。
そ
こ
で
＝
一
二
二
一
b
の
「
こ
れ
ら
は
加
え
て
与
え
ら
れ
る

だろ
う
」
は
＝
・
八
の
×
息
へ
・
ミ
を
媒
介
に
し
て
、
　
「
主
の
祈
り
」
の
パ
ン
を
求
め
る
祈
り
に
結
ば
れ
る
。

　し
た
が
っ
て
一
二
・
三
一
は
「
主
の
祈
り
」
か
ら
解
釈
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
G
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
語
彙
の
連
関
か
ら
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

いう
よ
り
も
、
む
し
ろ
思
想
・
資
料
の
連
関
か
ら
、
一
二
・
三
一
を
「
主
の
祈
り
」
か
ら
解
釈
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
『
御
国

を

求
める
』
で
以
て
意
味
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
（
Ω
に
お
い
て
す
で
に
）
『
主
の
祈
り
』
が
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
。
御
国
が
来
ま
す
よ
う

にと
い
う
祈
り
（
一
一
・
二
c
）
は
、
神
の
意
志
へ
の
服
従
（
＝
・
二
b
）
に
ひ
じ
ょ
う
に
緊
密
に
結
合
し
て
い
る
。
こ
の
ロ
ギ
オ
ン
は
も

ち
ろ
ん
、
弟
子
た
ち
の
食
物
が
『
添
え
物
1
1
加
え
て
与
え
ら
れ
る
も
の
』
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ほ
ど
、
父
の
御
国
を
す
で
に

現
在あ
る
も
の
と
し
て
見
て
は
い
な
い
。
　
『
御
国
』
を
求
め
る
者
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
今
す
で
に
）
日
々
の
糧
を
受
け
取
る
（
一

一・

二
、
三
）
。
結
末
の
ロ
ギ
オ
ソ
（
一
二
・
三
二
）
ー
イ
ザ
ヤ
四
一
・
一
四
を
思
い
出
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
元
来
孤
立
し
て
伝

承さ
れ
て
い
た
ー
は
将
来
の
御
国
の
賜
物
に
つ
い
て
の
神
の
決
定
を
語
っ
て
い
る
。
今
目
の
コ
ソ
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
（
あ
な
た
が
た
の

父
・
御
国
と
い
う
鍵
言
葉
が
三
〇
二
一
＝
節
と
連
関
し
て
い
る
こ
と
を
参
照
）
も
同
様
に
、
将
来
の
手
渡
し
が
考
え
ら
れ
て
い
る
」
。
こ
れ

によ
る
と
＝
二
・
三
一
の
「
御
国
」
は
将
来
に
到
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
　
「
そ
う
す
れ
ば
こ
れ
ら
は
加
え
て
与
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
」
も
御
国
到
来
の
終
末
時
に
実
現
す
る
こ
と
と
し
て
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
理
解
し
て
い
る
。
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
に
盛
ん
に
出
て
く
る
神

の国
で
の
宴
会
（
食
事
）
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
（
＝
二
・
二
九
、
一
四
・
一
五
以
下
、
一
六
・
二
三
、
二
二
・
三

〇
参照
）
。
け
れ
ど
も
「
『
御
国
』
を
求
め
る
者
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
今
す
で
に
）
目
々
の
糧
を
受
け
取
る
（
＝
・
二
、
三
）
」
と

シ

ュ

ナイ
ダ
ー
は
続
け
て
い
る
。
一
一
・
二
b
に
お
い
て
「
御
名
が
聖
と
さ
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
祈
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
御
国
が
（
す

　
　
　　
「
思
い
煩
う
」
（
ル
カ
＝
一
・
二
二
ー
三
二
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
七
〇

で
にイ
エ
ス
に
お
い
て
）
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
神
の
支
配
が
現
在
に
お
い
て
成
る
こ
と
を
祈
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
う
す

る
と
＝
一
・
三
一
は
「
御
国
1
1
神
の
支
配
」
の
現
在
お
よ
び
将
来
に
お
け
る
実
現
を
祈
る
者
が
、
現
在
に
お
い
て
目
々
の
糧
を
、
将
来
に

お
い
て神
の
国
の
宴
会
に
与
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
　

九　
（
結
　
　
論
）

　
ルカ
の
「
思
い
煩
う
な
」
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
（
一
二
・
二
ニ
ー
三
二
）
に
お
け
る
「
思
い
煩
う
」
（
需
喬
ミ
働
こ
の
、
と
い
う
よ
り
は
こ
こ
に

お
い
て

は思
い
煩
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
　
「
思
い
煩
う
」
の
禁
止
の
神
学
的
意
味
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
一
、
こ
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
の
テ
ー
マ
は
衣
食
に
つ
い
て
の
心
配
の
禁
止
で
あ
る
が
、
衣
食
に
つ
い
て
の
心
配
が
起
こ
る
原
因
は
、
神
の
わ

たし
た
ち
へ
の
配
慮
（
す
な
わ
ち
神
の
支
配
1
1
神
の
国
）
が
わ
た
し
た
ち
の
眼
申
に
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
衣
食
に
つ
い
て

の

心
配
を

止
め
る
た
め
に
、
烏
・
百
合
へ
の
神
の
配
慮
つ
ま
り
自
然
界
に
お
け
る
神
の
支
配
に
注
視
す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
（
二

四
、
二
七
・
二
八
節
）
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
思
想
は
す
で
に
Ω
の
も
の
で
あ
り
、
マ
タ
イ
の
並
行
記
事
も
同
じ
思
想
を
述
べ
て
い
る
。

　
二
、
他
に
、
鳶
黛
ミ
轡
（
思
い
巡
ら
す
、
心
を
配
る
）
が
無
益
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
止
め
る
よ
う
に
と
い
う
言
い
方
も
な
さ
れ
て
い

る
（
二
五
・
二
六
節
）
。

　
「

心
配
する
こ
と
が
無
益
だ
」
と
い
う
こ
の
考
え
方
は
、
　
「
無
益
」
の
内
容
が
多
少
異
な
る
け
れ
ど
も
、
パ
ウ
ロ
に
も
見
い
だ
さ
れ
る

（ー
コ
リ
七
・
三
二
ー
三
五
）
。
パ
ウ
ロ
が
コ
リ
ソ
ト
教
会
の
人
々
に
「
思
い
煩
わ
な
い
で
い
る
こ
と
」
（
即
為
舎
ミ
吝
n
）
を
勧
め
る
の
は
、

か
れら
自
身
の
利
益
を
思
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
（
思
評
『
ウ
晋
9
R
鋒
魯
q
魯
S
。
き
ご
と
か
れ
は
述
べ
て
い
る
。

　
ル
カ
が
「
心
配
す
る
こ
と
は
無
益
だ
」
と
言
う
の
は
、
人
間
の
能
力
の
及
び
届
か
な
い
領
分
す
な
わ
ち
寿
命
の
問
題
が
「
思
い
巡
ら
す
」



対
象と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
パ
ウ
ロ
が
、
鳶
も
ミ
轟
℃
（
思
い
煩
う
）
は
知
力
（
ミ
聴
）
の
働
き
に
属
し
て
い
て
、
人
知
の
及

ぼな
い
領
分
に
人
知
を
働
か
す
こ
と
が
「
思
い
煩
う
」
と
い
う
こ
と
だ
と
暗
示
し
て
い
る
ピ
リ
ピ
四
・
六
、
七
に
通
ず
る
。

　
心
配す
る
こ
と
は
無
益
だ
と
い
う
思
想
も
す
で
に
Ω
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
ル
カ
は
「
思
い
煩
う
な
」
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
の
直
前
に
「
愚

かな
金
持
の
讐
」
（
ル
カ
特
殊
資
料
）
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
具
体
的
に
、
よ
り
鮮
明
に
こ
の
思
想
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
が
マ

タ
イ
と
ち
が
う
。

　三
、
ル
カ
は
衣
食
に
つ
い
て
の
心
配
の
禁
止
を
、
積
極
的
に
は
御
国
を
求
め
る
祈
り
の
勧
め
へ
と
転
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
神
の
支
配

（意志
）
へ
の
服
従
の
も
と
に
（
主
の
祈
り
の
第
一
・
第
二
の
祈
り
）
、
衣
食
に
つ
い
て
の
必
要
が
満
た
さ
れ
る
と
い
う
思
想
の
表
白
で
あ
る
。

こ
れ
は
ま
た
、
烏
・
百
合
と
も
ち
が
う
し
、
異
邦
人
と
も
ち
が
う
イ
エ
ス
の
弟
子
た
ち
が
、
衣
食
に
つ
い
て
の
心
配
に
対
し
て
処
す
道
で

あ
る
。
つ
ま
り
イ
エ
ス
の
弟
子
た
ち
は
衣
食
に
つ
い
て
心
配
す
る
が
、
巡
回
伝
道
者
で
あ
る
の
で
衣
食
を
生
産
す
る
た
め
の
労
働
が
で
き

な
い
。
烏
・
百
合
は
労
働
も
し
な
い
が
、
心
配
も
し
な
い
。
異
邦
人
は
心
配
も
労
働
も
す
る
が
、
神
を
知
ら
な
い
。

　こ
れ
も
ま
た
す
で
に
Ω
に
含
ま
れ
て
い
る
思
想
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
ル
カ
は
奪
鴇
登
（
求
め
る
）
と
い
う
語
を
効
果
的
に
用
い
る
工

夫
を

施し
た
り
し
て
、
　
「
思
い
煩
う
な
」
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
を
「
祈
り
」
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
（
一
一
・
一
－
一
三
）
に
、
そ
の
な
か
で
も
特
に
「

主
の

祈り
」
に
緊
密
に
結
び
つ
け
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
衣
食
に
つ
い
て
の
心
配
を
御
国
を
求
め
る
祈
り
に
転
化
さ
せ
、
そ
し

て

「

主
の

祈り
」
に
則
っ
て
必
要
な
衣
食
を
神
に
祈
り
、
神
の
御
手
か
ら
そ
れ
を
受
け
取
る
道
を
ひ
ら
い
て
い
る
。

　
思
い煩
い
を
祈
り
に
転
化
し
て
い
る
の
は
、
ピ
リ
ピ
四
・
六
、
七
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ペ
テ
ロ
第
一
の
手
紙
五
・
七
も
祈
り
を
暗

示し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
あ
な
た
が
た
の
す
べ
て
の
心
配
を
神
に
投
げ
か
け
（
な
さ
い
）
」
（
銭
q
ミ
き
鳩
烹
ミ
ミ
ミ
尊
蓑
9
伽
ミ
ミ
貫
ミ
8

紳
、
§
豊
宮
（
1
1
さ
℃
略
＆
じ
）
。
そ
し
て
こ
の
筒
所
で
も
わ
た
し
た
ち
の
思
い
煩
い
を
神
へ
の
祈
り
に
転
化
す
る
根
拠
と
し
て
、
神
の
わ
た

　
　
　　
「
思
い
煩
う
」
（
ル
カ
一
二
・
二
ニ
ー
三
二
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一

・



七
二

し
た
ち
へ
の
配
慮
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
福
音
書
の
「
思
い
煩
う
な
」
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
に
お
い
て
と
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
神

があ
な
た
が
た
を
心
に
か
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
（
祭
轟
洋
日
嵐
N
無
鳶
葛
言
9
℃
七
節
b
）
。
前
述
（
五
五
頁
）
の
と
お
り
、
七
十
人
訳

聖書
に
お
い
て
蓑
舎
ミ
ミ
な
い
し
鳶
も
ミ
轟
㌣
が
用
い
ら
れ
て
い
る
箇
所
の
う
ち
神
学
的
に
意
味
の
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
箇
所
が

詩篇
五
四
・
二
三
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
引
用
し
て
い
る
の
が
ー
ペ
テ
五
・
七
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
完

註

象
蹄
o
p
μ
O
刈
唱
（
お
b
o
ド
H
）
”
ω
゜
O
b
。
°

（－
）
ρ
国
岸
¢
㌍
日
ゲ
8
ざ
σ
Q
即
8
冨
゜
・
を
α
＃
。
ひ
ロ
鼻
N
口
目
累
2
。
ロ
　
　
（
5
）
里
器
゜
。
＼
∪
。
げ
建
口
口
霞
鳶
。
算
。
罫
O
話
日
目
9
二
犀
傷
。
°
・
ロ
。
9
。
°
。
帥
－

　↓
o
。
。
＄
ヨ
o
導
”
H
＜
°
切
山
‘
お
醤
」
ω
゜
α
O
。
。
自
七
十
人
訳
聖
書
に
お
い
て
　
　
　
　
帥
日
o
昌
臣
島
o
ロ
O
ユ
o
。
窪
ω
。
ゲ
騒
H
①
゜
b
山
‘
H
旨
Q
。
讐
智
。
。
。
。
U
窪
U
9
二
く

　烹
b
ミ
峯
は
一
二
回
出
て
き
て
、
そ
の
う
ち
の
一
回
は
矯
爵
餌
び
げ
の
翻
　
　
　
　
8
日
日
Φ
象
簿
ぎ
8
日
日
o
象
り
跨
ロ
日
゜
H
°

　訳
（
詩
五
四
・
二
三
）
、
四
回
は
山
。
．
餌
σ
Q
ゲ
ゆ
の
訳
で
あ
る
。
　
鳶
も
ミ
蕊
足
　
　
　
（
6
）
　
ま
罫
漏
゜
。
①
゜
。
唱
q
。
あ
゜
。
①
9
U
窪
国
o
ロ
冒
口
犀
氏
く
恥
β
ぼ
鐙
口
く
臣
侶
ロ
島

　
は

七
回
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ヘ
ブ
ル
語
動
詞
の
訳
で
あ
る
（
そ
の
う
ち
一
　
　
　
　
山
o
躍
げ
窪
讐
オ
島
・

　回
は
α
四
、
m
o
q
げ
）
。
新
約
聖
書
は
§
。
ミ
蹄
は
全
然
用
い
ず
、
§
。
ミ
片
e
　
　
　
（
7
）
　
芝
・
切
隅
口
o
が
O
ほ
o
。
窪
ω
。
ゲ
・
山
o
β
富
。
ゴ
o
。
。
毛
α
博
o
詳
口
。
ゲ
N
口
山
。
昌

　
を

ただ
一
度
テ
ト
ス
三
・
八
に
用
い
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
。
訂
博
津
o
ロ
山
ω
ω
Z
窪
o
ロ
↓
。
ω
け
9
日
o
ロ
冨
ロ
昌
伍
山
窪
断
急
ゲ
鼻
ユ
゜
・
仲
7

（2
）
　
ω
゜
ω
o
げ
巳
斜
O
・
U
団
Φ
ω
℃
旨
o
ゲ
ρ
ロ
巴
冨
山
2
国
く
9
ロ
σ
q
o
冒
゜
・
8
P
　
　
　
　
o
げ
o
ロ
い
諦
o
H
讐
口
ひ
①
゜
諺
β
山
己
日
㊤
o
。
Q
Q
も
゜
く
゜

　
μ
O
刈
b
o
り
ω
゜
置
O
魔
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
↓
箋
日
H
＜
団
山
゜
ω
゜
α
0
9

（3
）
囚
゜
≧
9
巳
b
岩
ε
゜
・
凶
ω
◎
鐸
葺
ぎ
同
国
く
碧
σ
Q
＆
。
歪
日
二
㊤
。
。
①
演
　
　
（
9
）
切
巳
琶
雪
P
筐
山
‘
ω
゜
。
。
蔭
゜

　
ω
』
o
。
㎝
h
°
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
二
〇
ω
匹
孕
諺
討
ロ
騨
Z
o
く
口
日
↓
Φ
ω
冨
日
①
苧
　
　
　
（
1
0
）
　
ヒ
達
山
o
に
即
ω
8
け
計
O
H
o
o
犀
・
国
ロ
σ
q
駐
げ
ヒ
o
艮
o
o
炉
H
り
刈
Q
。
o
”
°
目
゜
く
∴

　言
日
O
慧
9
ρ
b
。
O
°
器
ロ
げ
。
讐
げ
。
圃
盆
8
跨
口
守
σ
Q
ρ
H
り
お
に
基
づ
　
　
　
　
切
窪
。
が
零
2
日
”
°
。
°
く
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
り

　
い
て

いる
。
わ
た
く
し
が
本
文
に
示
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
本
文
批
評
上
　
　
　
（
1
1
）
　
∪
。
H
切
子
巴
ロ
9
。
ゲ
伍
霞
d
び
o
同
器
け
鵠
琶
σ
q
ζ
胃
臨
口
い
暮
ゲ
o
畠

　
の

記
号
をす
べ
て
省
略
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
謬
諺
唱
o
犀
曼
9
。
P
一
九
八
四
年
改
訳
嚇
国
ぎ
ゲ
9
3
凶
げ
。
屋
o
嘗
ロ
昌
碗

（4
）
男
』
巳
§
碧
炉
U
冨
O
。
ω
。
匡
。
犀
o
笛
霞
。
・
巻
o
箕
凶
田
島
①
口
日
壁
・
　
　
　
　
山
霧
国
①
崇
α
q
。
昌
ω
。
冨
団
h
8
P
H
㊤
刈
㊤
い
N
痒
島
o
H
切
ま
〇
一
工
九
四
二
年



改
訳
、
一
九
七
〇
年
版
罰
2
窪
。
冨
歪
ω
巴
。
旨
霞
国
げ
⑦
一
”
μ
⑩
。
。
㎝
゜
　
　
　
　
て
い
る
。
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
な
か
ん
ず
く
、
烏
．
百
合
の
警
が

（12
）
　
↓
ぴ
美
↓
H
H
°
切
匹
も
㊤
。
。
即
§
鼠
e
曵
門
（
O
同
o
o
＜
o
ロ
担
当
）
ω
゜
。
。
㊤
O
°
　
　
　
　
心
配
に
つ
い
て
で
な
く
、
労
苦
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て

（1
3
）
　
『
新
約
聖
書
』
一
九
五
四
年
改
訳
。
『
聖
書
新
共
同
訳
』
一
九
入
　
　
　
　
い
る
。
私
見
で
は
こ
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
の
主
題
は
、
弟
子
た
ち
の
衣
食
に

　
八年
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
の
鳶
も
ミ
轟
℃
で
あ
り
、
イ
エ
ス
は
烏
・
百
合
が
弟
子
た
ち
と
同

（1
4
）
　
シ
ュ
ル
ツ
は
ル
カ
＝
一
・
二
九
に
つ
い
て
「
こ
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
自
　
　
　
様
に
農
業
・
紡
績
労
働
に
携
わ
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
衣
食

体
は
需
ミ
ミ
魯
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ル
カ
に
お
　
　
　
　
を
供
給
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
烏
・
百
合
を
よ
く
見
よ
、
と
言
っ
て
い
る

　け
る
§
λ
セ
は
二
次
的
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
置
‘
ω
・
嵩
H
・
　
　
　
　
の
で
あ
っ
て
、
烏
・
百
合
が
衣
食
に
つ
い
て
鳶
も
ミ
愚
鷺
し
て
い
な
い

　
マ
ー
シ
ャ
ル
は
「
ル
カ
は
需
為
ミ
愚
e
を
§
鼠
e
に
代
え
た
と
き
に
、
　
　
　
　
か
ら
烏
・
百
合
を
見
よ
、
と
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
H
°
H
o
器
巳
9
即

思
い
煩
い
か
ら
の
解
放
の
要
素
を
保
存
す
る
た
め
に
こ
の
動
詞
（
u
需
・
　
　
　
U
げ
○
δ
8
ゲ
巳
。
・
。
・
o
匂
①
。
・
5
ド
8
曵
（
H
㊤
ミ
H
）
噛
ω
』
H
b
。
い

器
e
黛
倉
奏
馬
）
を
加
え
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
　
H
°
　
　
　
（
7
1
）
　
一
ぼ
山
・
”
㈱
薩
b
。
守

目
ζ
胃
゜
。
ず
9
。
詳
日
げ
o
O
o
月
巴
o
h
ピ
⊆
犀
ρ
b
O
o
ヨ
日
8
冨
q
o
昌
　
　
　
（
1
8
）
　
日
冨
Σ
o
≦
国
ロ
σ
q
濠
げ
田
匡
o
註
跨
壁
o
諺
娼
8
H
楓
噂
訂
㍉
ミ
O
・

臣
㊦
O
器
o
犀
日
o
§
（
↓
冨
2
°
≦
H
罧
゜
旨
9
。
け
帥
8
巴
O
H
8
犀
↓
①
。
富
’
　
　
（
1
9
）
　
ρ
G
。
刈
§
解
奪
苞
帆
器
鍔
・
…
≒
ミ
緊
並
養
『
＆
ミ
畿
舞
・
…
…
・
訣
黛
遷

旨
①
暮
O
o
日
目
。
ロ
富
曙
）
㍉
曾
◎
。
”
や
α
b
⊃
㊤
゜
た
だ
し
エ
レ
ミ
ア
ス
は
反
対
　
　
　
　
（
裁
く
）
と
養
ミ
勲
蝕
へ
e
（
有
罪
判
決
を
下
す
）
と
は
同
種
の
語
彙
で
あ

意
見
で
あ
る
。
ル
カ
＝
一
・
二
九
…
…
三
一
の
ぎ
へ
弩
⑰
蹄
・
…
…
へ
§
艦
　
　
　
　
る
が
、
後
者
は
よ
り
狭
く
厳
し
い
内
容
で
あ
る
。

鵠
は
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
並
行
法
（
P
】
P
け
一
叶
び
O
け
即
ω
O
｝
H
O
目
　
H
》
㊤
目
蝉
一
一
〇
一
凶
o
o
口
P
己
門
喝
o
）
　
　
　
（
2
0
）
　
ω
島
巳
N
㍉
ぼ
山
・
”
ω
・
H
蟄
・

　
で
あ
り
、
ア
ソ
チ
テ
ー
ゼ
並
行
法
は
ル
カ
的
で
な
い
、
と
し
て
こ
れ
を
　
　
　
（
2
1
）
　
い
臼
。
H
。
日
凶
p
。
。
・
U
δ
ω
娼
旨
。
げ
Φ
山
①
m
い
爵
舘
ド
話
ロ
σ
Q
。
一
ご
ヨ
…
ω
・

す
べ
て
編
集
で
は
な
く
、
伝
承
に
帰
し
て
い
る
。
9
日
霞
。
巳
四
・
。
唱
U
δ
　
　
　
b
。
μ
。
。
・
”
ω
・
N
8
｛
・

　
ω
も
鑓
o
げ
o
山
o
ω
い
g
犀
器
Φ
＜
麟
ロ
α
q
9
ビ
日
の
り
お
c
。
ρ
ω
゜
ω
H
c
o
”
ω
゜
①
罷
゜
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
出
゜
ω
旨
碧
搾
信
ロ
山
恒
切
博
昌
巽
げ
o
o
評
囚
o
ヨ
日
o
暮
費
弩
ヨ
ズ
o
β
o
口

（
1
5
）
　
切
♂
°
・
°
・
＼
U
o
げ
旨
ロ
昌
恥
＼
幻
o
ゲ
犀
o
嵐
り
凶
寓
侮
略
ω
゜
置
b
o
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
o
°
。
畠
日
o
暮
斡
蕊
↓
巴
目
口
山
信
昌
畠
竃
置
壁
ω
号
H
H
己
H
㊤
o
。
ω
ロ
（
H
8
嗜
）
》

（1
6
）
　
エ
レ
ミ
ア
ス
は
需
ミ
ミ
智
の
語
義
を
①
、
心
配
す
る
（
匹
鼻
゜
・
o
撃
　
　
　
　
ω
゜
ぢ
ド

o
q⑦ロ
臣
o
O
o
山
雪
犀
①
μ
ヨ
舘
げ
⑦
巨
）
。
②
、
労
苦
す
る
愈
。
犀
餌
げ
日
爵
o
ロ
）
　
　
　
（
2
3
）
　
ω
蹄
8
げ
自
邑
臼
び
o
。
F
博
甑
山
゜
”
H
°
ω
』
O
倉
日
ゲ
Φ
切
9
げ
絶
o
昌
凶
雪

　
の
二
つ
に
分
け
、
当
該
の
ペ
リ
コ
ー
ペ
の
需
も
ミ
昂
℃
は
後
者
だ
と
し
　
　
　
　
日
巴
日
口
F
ω
⑦
侮
雲
累
①
臥
匠
P
H
㌍
切
切
ド
O
げ
（
娼
゜
α
O
）
”
穿
o
ず
窪
件
ず
。
霧
田

「思
い
煩
う
」
（
ル
カ
一
二
・
二
ニ
ー
三
二
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



七
四

ω巴
母
ζ
。
．
。
辞
H
H
㌔
①
ω
゜
。
勢
（
や
゜
。
㎝
）
”
O
①
暮
μ
♂
駅
ω
。
偶
霞
］
≦
。
．
①
9
　
　
　
　
タ
イ
六
・
三
一
／
ル
カ
一
二
・
二
九
で
は
、
マ
タ
イ
の
直
接
疑
問
文
の

H
＜
”
切
国
雷
（
や
O
）
魯
塁
臣
。
口
ω
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
が
ル
カ
の
間
接
疑
問
文
よ
り
も
、
お
そ
ら
く
よ
り
古
い
テ
キ
ス
ト
の

（2
4
）
諺
’
℃
冒
巳
ヨ
Φ
び
O
葺
凶
畠
一
雪
伍
国
×
。
σ
q
。
叶
ざ
巴
O
o
日
日
o
u
冨
曙
　
　
　
　
形
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
団
寓
山
‘
ω
・
H
お
幣
・

　
o
口
爵
o
O
o
ω
℃
〇
一
諺
0
8
踵
昏
ロ
σ
q
8
ω
ド
い
口
犀
o
（
H
O
O
γ
H
㊤
Q
Q
O
㎝
（
H
o
。
O
曾
）
”
　
　
　
（
2
7
）
　
ル
カ
一
〇
・
七
の
伽
q
ミ
。
ミ
醗
葵
M
ミ
ミ
℃
掃
喝
は
、
入
節
に
お
い
て

Ψ
ω
b
。
。
。
°
た
だ
し
本
書
は
8
0
忌
農
ミ
が
伝
承
か
、
ル
カ
編
集
句
か
と
　
　
　
　
ご
ミ
・
。
9
に
代
表
さ
れ
て
い
る
。

　
いう
問
題
に
は
触
れ
て
い
な
い
弧
’
国
゜
竃
m
屋
訂
戸
団
ぼ
辞
℃
°
α
b
。
㊤
゜
　
　
　
　
（
2
8
）
卵
§
“
ミ
需
に
つ
い
て
は
、
パ
ウ
ア
妻
Z
日
の
当
該
の
項
目
の
ー

（2
5
）
　
も
っ
と
も
マ
タ
イ
六
・
二
五
で
は
二
つ
の
疑
問
文
が
、
そ
し
て
六
　
　
　
　
の
解
釈
す
な
わ
ち
伽
ミ
お
よ
び
＆
ミ
9
に
遡
源
し
て
、
「
生
存
に
必
要

　二
一
二
で
は
三
つ
の
疑
問
女
が
欲
（
あ
る
い
は
）
で
結
ば
れ
て
お
り
、
他
　
　
　
　
な
」
と
す
る
解
釈
を
と
る
。

方
ル
カ
＝
一
二
一
九
で
は
二
つ
の
疑
問
文
は
養
賎
で
結
合
さ
れ
て
い
る
　
　
　
（
2
9
）
　
エ
レ
、
、
・
ア
ス
に
よ
る
と
「
パ
ソ
三
つ
は
今
日
に
お
い
て
も
な
お
一

と
い
う
相
違
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
こ
の
点
に
立
ち
入
ら
　
　
　
人
分
の
一
回
の
食
事
量
と
し
て
通
用
し
て
い
る
」
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
村
の

　ない
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
話
で
あ
る
。
H
・
H
o
H
o
ヨ
討
。
。
矯
U
博
o
O
♂
団
o
ず
ロ
団
の
ω
臼
o
ω
5
同
Φ
①
鵯
（
お
ミ
H
）
”

（2
6
）
　
シ
ュ
ル
ツ
は
マ
タ
イ
六
二
一
五
b
／
ル
カ
＝
一
・
二
三
に
関
し
て
　
　
　
　
ω
・
H
α
8

　「

マ
タ
イ
の
疑
問
丈
の
形
の
方
が
、
ル
カ
に
お
け
る
『
魯
で
以
て
接
　
　
　
（
3
0
）
護
餌
冨
冨
芦
団
ぽ
倉
や
＆
S

続
さ
れ
た
叙
述
文
1
こ
れ
に
起
因
す
る
で
あ
ろ
う
の
が
、
疑
問
の
う
　
　
　
（
3
1
）
　
O
。
昏
m
巳
ω
島
5
①
達
①
び
∪
器
国
奉
ロ
σ
q
。
一
置
日
昌
m
島
ピ
虞
冨
ω

　ち
に
含ま
れ
て
い
る
不
確
実
性
要
因
を
排
除
し
、
そ
し
て
事
実
に
よ
り
　
　
　
　
（
O
犀
蝿
日
o
巳
。
，
島
o
吋
日
器
島
o
昌
犀
o
ヨ
日
〇
三
胃
差
目
Z
o
¢
o
昌
↓
霧
け
櫛
、

大き
な
重
み
を
与
え
る
と
い
う
傾
向
で
あ
る
ー
よ
り
も
生
き
生
き
と
　
　
　
　
目
。
昌
y
H
O
。
。
食
ω
・
b
。
。
。
①
・

　
し

て

おり
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
テ
キ
ス
ト
の
よ
り
古
い
形
を
示
し
て

　
いる
。
ル
カ
は
二
四
節
で
も
直
接
疑
問
文
を
抹
消
し
て
い
る
。
…
…
マ


